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仮想アプライアンスの可搬
性と簡単化したデプロイの
実現 

オープン仮想化フォーマット（OVF） - 仮想
アプライアンスのパッケージ化と配布のため
の DMTF標準 

 

はじめに 

仮想化は情報技術（IT）環境を急速に転換し、人々の

コンピューティングの方法を変えている。今日の高性

能なコンピューター・ハードウェアの多くは、元来、

1つのオペレーティング・システムと、多くの場合は

1つのアプリケーションを実行するように設計されて

いた。仮想化はこの束縛を断ち、同じコンピューター

上で一度に複数のオペレーティング・システムとアプ

リケーションを実行できるようにすることで、ハード

ウェアの使用率と柔軟性を高めている。この技術から、

デスクトップ、ラップトップ、サーバーなどのコンピ

ューター・リソースを使用するあらゆる人々が利益を

得られる可能性が広がる。 

 

仮想インフラストラクチャーの急速な導入によって、

仮想化プラットフォームへの、または仮想化プラット

フォーム間における、仮想マシンの配布を考慮した汎

用的な標準メタデータ・モデルの必要性が明らかにな

ってきた。ソフトウェアのデプロイを容易化し、オペ

レーティング・システムなどの他のサービスへの外部

依存性を引き下げるために、ISV（独立系ソフトウェ

ア・ベンダー）は、アプリケーション・コンポーネン

トおよび関連するオペレーティング・システムを自社

製品向けにまとめた事前構成済みの単一パッケージを

作成できる。仮想マシン（VM）としてパッケージ化

された、このようなすぐに実行できる認定アプリケー

ションを“仮想アプライアンス”と呼ぶ。仮想アプライ

アンスによって、ISVからテスト、開発を経て運用に

至るソフトウェアの製品化が容易になる。 

 

仮想アプライアンス 

仮想アプライアンスとは、1つ以上の仮想マシンを 1

つの単位としてパッケージ化、保守、更新、および管

理する構築済みソフトウェア・ソリューションである。

仮想アプライアンスを作成することによって、ソフト

ウェア開発者は、エンド・ユーザーが最小限の作業で

自身の環境にアプリケーションの組み込みができる、

インストール済みで構成済みのソリューションを出荷

できる。一方、IT組織では、標準のソリューション・

スタックだけでなく、カスタム構築したソフトウェア

を仮想アプライアンスにまとめてパッケージ化するこ

とによって、世界各国に分散したリモート・オフィス

や支社にエンタープライズ・アプリケーションを迅速

にデプロイできる。 

 

仮想アプライアンスとしてソフトウェアをデプロイす

ると、ソフトウェアのインストールと管理が容易にな

る。仮想アプライアンスでは、エンタープライズ・ソ

フトウェアのインストール、構成、および保守を簡単

化できるので、より優れた IT管理が可能になる。 

 

このコンセプトを大規模に実用化するには、あらゆる

仮想化プラットフォームで仮想化アプライアンスを自

動的に、そして安全にインストールおよびデプロイす

るために必要な VMとメタデータのパッ

ケージ化を扱う、ベンダー中立の標準

を業界で採用することが重要である。
Distributed Management Task Force

（DMTF）では、仮想アプライア

ンスの可搬性とデプロイを対象

としたパッケージ化標準とし

てオープン仮想化フォーマッ

ト（OVF：Open Virtualization 

Format）を紹介してきた。 

 

企業にとって OVFが重要

な理由 

OVFを使用することで、エラ

ーが発生しない簡単な方法で

仮想アプライアンスをデプ

ロイできるようになる。仮
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想アプライアンスをインストールする際に、OVFメタ

データに基づいて、その仮想アプライアンス・ハード

ウェアの要件を自動的に検証できる。OVFメタデータ

によって事前に構築した構成を使用して仮想アプライ

アンスを迅速にデプロイできるだけでなく、インスト

ール時に仮想アプライアンスを容易にカスタマイズす

ることも可能である。また、複数の仮想マシンを 1つ

の仮想アプライアンスとしてパッケージ化し、1つの

OVF パッケージで容易にデプロイできる。それにより、

多階層の複雑なエンタープライズ・アプリケーション

（階層ごとに 1つ以上の VMが存在）のデプロイや、

クラスターへの VMクラスターの大規模なデプロイが

簡単になる。 

OVFメタデータを拡張することで、VM管理のさらな

る簡単化やコストの削減も可能である。たとえば、

OVFメタデータの拡張により、仮想アプライアンスの

最新のパッチをダウンロードする際に使用できる URL

情報を OVFメタデータに組み込み、そのアプライア

ンスが自分自身を更新することができる。OVFメタデ

ータのもう 1つの例として、仮想アプライアンスのセ

キュリティ要件を指定することが挙げられる。 

 

 

また、OVFとしてパッケージ化した仮想アプライアン

スでは、特定のポートでのみトラフィックを受け入れ

ることを OVFメタデータの中で指定できる。  

さらに、OVFメタデータを使用して、最新のセキュリ

ティ・スキャン結果に基づく個々の仮想アプライアン

スの状態を取り込み、そのアプライアンスが“クリー

ン”な状態かどうかを示すこともできる。 

 

 

ISVにとってOVFが重要な理由 

ISVにとってのOVFは、仮想アプライアンスのパッケ

ージ化と安全な配布を実現する共通パッケージ化フォ

ーマットである。OVFを使用することで、複数の仮想

化プラットフォームおよび製品間での仮想アプライア

ンスの可搬性を確保できる。OVFはパッケージ化標準

であり、実行時の標準ではない。OVFは、あらゆるオ

ープン・ディスク・フォーマットまたはISOフォーマ

ットのパッケージ化と配布をサポートしている。OVF

メタデータの一部として構成を取り込むことによって、

ISVは自社の仮想アプライアンスのデプロイを容易化

し、導入拡大を促進できる。 

 

仮想アプライアンスのパッケージ化と配布の

ための DMTF標準 

OVFは、仮想アプライアンスのパッケージ化と配布の

ためのオープン・フォーマットであり、プラットフォ

ームに依存せず、また拡張可能である。OVFでは、仮

想アプライアンスに関するメタデータの取り込みに

XMLを使用する。図 1は、仮想アプライアンスのライ

フサイクルの中で見る OVF標準の適用範囲を示して

いる。  

 

 

図 1：ソフトウェア・ライフサイクルに見る OVFバー

ジョン 1の適用範囲 

 

 

 

ISVは、仮想アプライアンスを OVFでパッケージ化す

ることによって、顧客が任意に選択した仮想化プラッ

トフォーム上で実行できる単一のパッケージ化済みア

プライアンスを作成できる。OVFは顧客によるインス

トールおよびデプロイプロセスの簡単化に役立つメタ

データを提供する。一方、顧客から見ると、さまざま

な仮想化プラットフォーム間で仮想アプライアンスを

容易に移動できることで、高い柔軟性を得ることがで

きる。OVF XMLファイルは複数のセクションで構成

され、VMに関するメタデータを収めている。これら

のセクションには、仮想ディスク、ネットワーク、リ

ソース要件（CPUおよびメモリーの制限など）、ライ

センス、製品、VMの起動順序などのメタデータに加

え、1つ以上の仮想マシンに関する構成情報が格納さ

れる。OVFは拡張可能であり、OVFパッケージの作成

者はメタデータを追加できる。 

 

主な機能と利点 

オープン仮想化フォーマット（OVF）では、仮想アプ

ライアンスのパッケージ化と配布のための、セキュリ

ティに優れ、拡張可能で、可搬性のある効率的なオー

プン・フォーマットを記述している。このフォーマッ

トの主な機能と利点を以下に示す。  

 可搬性のある VMパッケージ 
OVFは仮想化プラットフォーム中立であるが、プ
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ラットフォーム固有の拡張も取り込み可能である。

OVFはあらゆる仮想ハード・ディスク・フォーマ

ットをサポートしている。OVFメタデータの使用

により、仮想マシンのプロパティーを簡潔に取り

込むことができる。 

 安全な配布のための最適化 
OVFは、業界標準の公開鍵インフラストラクチャ

ーに基づくコンテンツの検証と整合性チェックを

サポートしており、ソフトウェア・ライセンス管

理の基本的な枠組みを提供する。 

 インストールとデプロイの簡単化 
OVFによって、インストール・プロセスが合理的

になる。インストール時には、OVFファイル内の

メタデータに基づいて、パッケージ全体が検証さ

れ、その仮想アプライアンスのインストールが可

能かどうかが自動的に判定される。 

 単一 VM構成と複数 VM構成の両方をサポート  
OVFは、標準的な単一 VMの仮想アプライアンス

だけでなく、相互に依存した複数の VMで構成す

る、多階層の複雑なサービスを格納したパッケー

ジもサポートしている。 

 ベンダーおよびプラットフォーム非依存 
OVFは、特定のホスト・プラットフォーム、仮想

化プラットフォーム、ゲスト・オペレーティン

グ・システムの使用のいずれにも依存しない。 
拡張可能 
OVFはすぐに使用可能で、また拡張可能である。

OVFは、業界での仮想アプライアンス技術の進歩

に伴って拡張できるように設計されている。また、

特定の垂直市場への対応に向けて、各ベンダー固

有のメタデータをエンコードすることをサポート

し、またそれを許可している。 

 ローカライズ可能 
ユーザーに表示する説明を複数のロケールでサポ

ートしているほか、仮想アプライアンスをインス

トールする際の対話プロセスをローカライズする

ことも可能である。そのため、1つのパッケージ

化した仮想アプライアンスのみで複数の市場機会

に対応できる。 

 

 

 

まとめ 

仮想アプライアンスのパッケージ化と配布のための

DMTFオープン仮想化フォーマット（OVF）標準は、

仮想アプライアンスの可搬性を実現するとともに、複

数の仮想化プラットフォームにおける仮想アプライア

ンスのインストールとデプロイを簡単化する。 

詳細情報 

OVFの詳細については、www.dmtf.org/vmanを参照の

こと。  

DMTFの詳細と DMTFが公開した標準の詳細について

は、www.dmtf.orgを参照のこと。 

 

DMTFについて 

Distributed Management Task Force, Inc.（DMTF）は、

相互運用可能な管理標準とイニシアチブの策定、導入、

推進を主導する業界団体であり、44カ国のほぼ 200の

団体が関与し、積極的な参加者の数は 4,000人を超え

ている。DMTFの管理技術は、マルチベンダーによる

システム、ツール、およびソリューション間の管理の

相互運用性を企業の中で実現する上で非常に重要なも

のとなっている。IT管理者は、DMTF標準をサポート

するソリューションをデプロイすることによって、ユ

ーザーのニーズに最も適したシステムとソリューショ

ンを組み合わせたデプロイを選択できるとともに、管

理の複雑さと総保有コストを削減できる。DMTFの技

術と活動については、www.dmtf.orgを参照のこと。  
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